



























































学館所蔵の『俘虜記』 『武蔵野夫人』 『野火』に関するものを調査してきた。そ 結果、右 の作品が、それぞれの特性をもって分化していくさまもまた見出すことが可能となった。
ここでは『野火』の草稿としてまとめられている を検討する




































































































































































































これを除いた部分から、公刊本文を、やや煩瑣ではあるが引用しておく。 （ 「／」は改行。 ） お網掛け部分はこの草稿には存在しない箇所である。
　
内臓を抜かれたやうな、一種の虚脱した圧迫感とでもいふほ
かはない。無論一日の大半は日常の関心事にかまけてゐる。ふと何 の動作の間に、あゝしかし自分はもうすぐ死ぬんだといふ考へが浮ぶ。外界はその時すべて特別な色合を帯びて来る。例へば光るものは一層光り、影は一層暗く、物音が遠くなつたやうに感じる。しかしこ 感覚はそれほど不快で ない。／この快い予感の結末は 、比島の山中でマラリアのため敵前で落伍して、死と直面した時の強い圧迫感であつた。何かまはりからどうともならないものに めつけられるやうな感覚 ある。殺される者が殺人者に直面 て、遁れられないことを観念した時、或ひはかう ふ 覚を味ふかも知れない。しかし私この時、前方 来る米軍 殺され と 少しも じなかつた。／〔一行アキ＝花﨑注〕／二十七日我々 輸送船第二玉津丸に
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乗船した。我々は門司で解散されるといふ噂があつたらしい。我々のやうな弱兵は要らないと現地参謀がいつて来たか ださうである。噂は


















































在する。しかし明らかなように たと ばこの千人針の創出は、妻と 「私」 との人間 係の強度を表象すべく行われた創出である。 『野火』におけるも とは別種のも である。すなわち、 『野火』においては、 孤独な敗兵の裏切られた社会的感情」 （ 『文體』昭
24・
7）
を抱かざるを得なかった孤独な田村が、さら 「社会的感情」に痛打を受けること なる であり、人間関係を希求し
⑷
、齎されるべき
































































































帝京大学文 部日本 化 科
東海学園言語・文学・文化
 
東海学園 日本文化 会
東海大学日本語・日本文学研
 
東海大学研究と注釈の会
究と注釈東京女子大学日本文学
 
東京女子大学日本文学研究室
東京大学国文学論集
 
東京大学文学部国文 研究室
常葉国文
 
常葉学園短期大 国文 会
同志社國文学
 
同志社大 国文学会
同志社女子大学日本語日本文学
 
同志社女子大学日本語日本 会
東北文学の世界
 
盛岡大学文学部日本文 科
徳島大学国語国文学
 
徳島大学国語国文学会
都大論究
 
東京都立
名古屋 学国語国文学
 
名古屋大学国語国文学会
奈良大学紀要
 
奈良大学
南山大学日本文化学科論集
 
南山大学日本文化学科
二松
 
二松学舎 大学院文 研究科
